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                   経済学研究科長   岩本武和 





 さて、早速でございますが、下記の要領にて、支援会発足後第 1 回の総会を開催することになり
ましたのでご案内申し上げます。 
 
日時： 2014 年 11 月 4 日（火） 12 時～12 時 30 分予定 
場所： 京都大学経済学研究科（法経学部東館）8F リフレッシュ R 

































■京都会場  2014年 11月 8日(土) 13時 
京都大学法経東館 2階三番教室 
 
■東京会場  2014年 11月 10日(月) 13時 
京都大学東京オフィス（品川インターシティＡ棟 27階） 
 
  2010 年代後半にはアセアン統合が全面的に進展する中,東南アジア自動車市場が急速に拡大することが予想
されている｡中国の人口のおよそ半分の 6 億人を有するアセアン諸国は,年間販売台数が 2000 万台に達した中








挨拶  京都大学大学院経済学研究科長   岩本武和 
  
13:10-14:00 
京都大学大学院経済学研究科 教授   塩地 洋  アセアン統合に日系企業はいかに備えるか (仮題 以下同) 
 
14:00-14:30 
東京都市大学都市生活学部 教授 井上 隆一郎  勝ち組タイはアジアのデトロイトになれるか 
 
14:45-15:15 
鹿児島県立短期大学 教授  野村 俊郎   低価格環境車は新顧客層を創出するか－インドネシア 
 
15:15-15:45 
城西大学経済学部 准教授  小林 哲也   フィリピン－販売拡大続くが，撤退するメーカーも 
 
15:45-16:15 





懇親会  参加費 2000 円(協力会会員は無料) シンポジウムは無料 
 
参加の御申込は塩地 shioji@econ.kyoto-u.ac.jp に会場名,氏名･所属,懇親会出欠を御連絡ください｡

















1．「孤独の力」  五木寛之著  東京書籍  2014年 9月 4日  






















































2．「地雷処理という仕事」  高山良二著  ちくまプリマ―新書  2010年 3月 10日 
副題 ： 「カンボジアの村の復興記」 









































































3．「すごいインド」  サンジーヴ・スィンハ著  新潮新書  2014年 9月 20日 
副題 ： 「なぜグローバル人材が輩出するのか」 



















・ 世界に 3000 万人の印僑ネットワーク。国別に印僑の数を見てみると、ア
メリカには 280 万人、旧宗主国であるイギリスには 140 万人、シンガポー










































































4．「“ハラル”ビジネス入門」  アクマル・アブ・ハッサン、恵島良太郎共著  幻冬舎ルネッサンス   
2014年 9月 5日 













・ イスラム教徒の人口は 2010 年時点で 16 億人と、世界人口の 20%以上を




























5．「アジアの雑誌 復刻版」  室橋裕和著  キョーハンブックス  2014年 10月 2日 





























































からない。幼稚園よりお金が掛からなくなったと親は言う。1 年生は 6 クラス





 始業時間は 8 時 10 分と早い。終業時間は曜日によって異なるが 14 時 45 分
の日と 15 時 35 分の日がある。まだ、入学して 1 カ月であるが授業のコマ数
はかなり多い。下に時間割を示したが、週 32 コマの授業があり、小学 1 年生
としてはよく勉強している。 
 一番比重が重いのが国語で「写学」（書き取り）と古典（古典を平易に抜粋し













う時間もある。英語の教科書は、My name is Jenny.  This is a pen．といっ
た具合に私が中学 1 年生で習ったレベルで、前期（中国は 2 学期制）から Is 









      週間課程表   
  月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 
1 国語 数学 英語 国語 数学 
2 国語 英語 音楽 国語 写学 
3 体育 国語 英語（歌） 社会 体育 
4 音楽 国語 体育 英語 国語 
午会 民防／両網 争章／双語 行為／時事 心理／健康 大掃除 
5 美術 体育 班会 体育 国語 
6 科学 社会 古典 科学 美術 
7     趣味活動 数学   
終業 14:45 14:45 15:35 15:35 14:25 
 
 教科書は前期分だけなのでとても薄く、一日 4 科目にうまく配分されている
のでリュックに詰めていっても重くない。 























宿題は大体 30 分で終わる程度の内容で国語が中心。 
 子供には宿題のあと、習い事が待っている。わが追っかけ対象はピアノ（週











































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
1 月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2 月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3 月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4 月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5 月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6 月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7 月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8 月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9 月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10 月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11 月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6        14.1 
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年             
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月    1.6  309 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
